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伊豆小笠原弧、水曜海山における低温熱水・プルーム水中の溶存金属元素の時空

間変動について

Behaviors of dissolved metals in hydrothermal plumes and diffused flows at the Suiyo
Seamount, Izu-Bonin arc
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　当グループでは、海底熱水系における現場観測機器（ＧＡＭＯＳ）の開発を行っている。これまでに溶存重

金属を対象とした GAMOS-I～IV を製作し、現場での熱水観測に供している。本装置を用いて伊豆小笠原弧・水曜海

山熱水系において１）低温熱水噴出孔におけるマンガン濃度、ＣＴＤ成分の時間変動と、２）プルーム内における

マンガン・鉄、ＣＴＤ成分の空間分布の観測を行った。水曜海山（北緯２８度３４分、東経１４０度３９分）は伊

豆小笠原弧の火山フロント上に位置する七曜海山列のほぼ中央にある海山である。

　低温熱水噴出孔での観測にはスタンドアローン型の GAMOS-IV を用いた。測定原理はフロースルー式化学発光

法に基づいている。試料を４種類の化学発光試薬と混合しマンガンと特異的に反応させると、目的元素濃度に比例

した発光を示す。この発光強度を測定することにより目的元素の定量が可能となっている。本気種は試薬消費量や

仕様電力を抑え、新開発のポンプを用いることにより海底に設置し、現場でのマンガン濃度を数日間程度連続観測

することが可能である。本装置を「しんかい２０００」（なつしま NT01-08 次航海）、「ドルフィン３Ｋ」（なつしま

NT02-09 次航海）を用いて、低温熱水噴出孔にそれぞれ約２０時間程度設置し連続観測を行った。２００１年度は

シェルカーペットと呼ばれる低温熱水噴出帯から南へ２０ｍほど下がった噴出孔（水温約６度）に、２００２年度

はシェルカーペットに存在するマウンド中の低温噴出孔にそれぞれサンプル吸入口をかぶせる形で設置した。シェ

ルカーペットでの観測の際はアレック電子製ＣＴＤを搭載し、水温、塩分を同時に計測した。その結果どちらの観

測においても、化学成分であるマンガン濃度と物理的成分である水温、塩分の両者はほぼ比例関係を持った挙動を

示していた。マンガン濃度と水温を比較した結果、水曜海山における高温熱水と通常海水の希釈線上に乗った。こ

れは両噴出孔から噴出している低温熱水は、高温熱水が低温熱水によって希釈されて精製していることを示してい

る。しかしながらシェルカーペット上での観測期間中（2002 年 8/24-25）１時間の間（8/24 15:30-16:30）のみ、

マンガン水温比が高温熱水より半分程度の値を示していた。低いマンガン/水温比から、熱水中からマンガンが選

択的に除去されている可能性が示唆できる。この除去は高温熱水の段階か、通常海水との混合後低温熱水となって

からの段階かのどちらかの可能性があると考えられる。

　熱水プルームの観測にはプロファイラー型の GAMOS-II と CTD-RMS システムによる採水の両者を用いた。本機

種は「しんかい２０００」などの潜水船や CTD-RMS 等の海洋観測機器に搭載し熱水プルーム中の溶存鉄とマンガン

濃度を現場で連続的に測定し両元素濃度の空間分布を把握する現場型化学分析装置である。この観測は「しんかい

２０００」（なつしま NT01-09 次航海）及びＣＴＤ－ＲＭＳシステム（かいれい KR01-15 次航海）を用いて行った。

その結果、カルデラ内においては１２００ｍ付近に極大を持つ熱水プルームの形成が観測された。プルーム極大付

近ではマンガン・水温比を基に考察すると、高温熱水が希釈された成分組成のみが検出されている。プルーム極大

より下の層ではマンガンの選択的な除去が観測されており、プルーム中での生物活動による除去が大きいことを示

唆している。講演では、プルーム中の鉄の存在状態に関しても報告する。
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